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研究成果概要 
本研究は、ボリビアとの共同で計画している ALPACA 実験をベースに、大気電

場測定器、電磁波センサーなど環境モニターを設置して、落雷および雲放電現象と

宇宙線強度の関係を調べることを目的とする。ALPACA 実験は準備研究段階に入っ

ており、2019 年度後半には 1.0m2のシンチレーション検出器 97 台ほどから成る空

気シャワーアレイのプロトタイプ（ALPAQUITA）を建設し、年度内にはおよそ

18,000m2の観測装置が完成する予定であった。図 1 は 2020 年 2 月の観測装置建設

途中の様子である。最低限のインフラ整備が終わり、検出の設置に入っているとこ

ろである。しかしながら、2020 年度は世界的な新型コロナ感染の流行に伴い、ボリ

ビアへの外国人入国規制などが続き、建設作業を中断せざるを得ない状況が続いて、

現地スタッフによるネットワークなどのインフラ整備が進められた。 
今後、様々な状況が好転すれば、2021 年

度内には、この実験サイトの制御室付近に、

大気電界測定器としてフィールドミル大気

電界計、雷センサー、気温、湿度、雨量、風

量、UV、日照および環境放射線を測定する

環境モニターステーションを製作し、デー

タ収集システムを構築する予定である。 
 

図 1 チャカルタヤ山実験サイトでの ALPAQUITA 建設の様子 
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